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本論文は，新規アジリジン合成法として，入手容易な原料であるアルケンへの N 1 ユニット導入によるアジリジン
化の開発を目的としたものであり，三つの合成法の開発に成功しているO 主な結果を要約すると以下のとおりである。
(1) 安価で入手容易なクロラミン Tが，銅触媒存在下でアルケンのアジリジン化試剤として有効に利用できること
を明らかにしている O 反応条件の最適化を行い，銅触媒として塩化銅( 1 )が最も良い触媒であること，モレ
キュラーシーブを添加することにより収率が向上することを示している。













ており，ニトリド錯体を活性化する試剤としては p- トルエンスルホン酸無水物が効果的であり， またピリジ
ン N-オキシドを添加することが，高いエナンチオ選択性の発現に必要であることを明らかにしている。
以上のように，本論文は. ~ァルケンへNl ユニットを直接導入することにより，現在一般に用いられている合成法
よりも反応段階が少なく，より簡便にアジリジンを合成する新手法を見出しており，高く評価することができる o ま
た，本研究で得られた知見は，機能性材料や生体関連物質などの分野における複素環合成に多大の貢献をするもので
ある。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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